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Say hello to our readers!

6月号

次女VS理不尽 ※今月のコラムは長文なので表裏両面ブチ抜きました！

裏面に続く▶▶▶

この４月から小学２年生になった次女。

ここに来て「学校行くぐらいならイチゴ食べ
過ぎて腹が割けた方がマシ！ってぐらいイヤ
イヤ病」が末期を迎えています。

寝る前にキッパリと「明日学校行けへんで」
と宣言し、朝も目が開いた瞬間に「絶対に行け
へんで」と再宣言。

なんとか用意をさせてヨメが一緒に登校する友達の

家まで着いていくのですが、その友達の家の前の道

路に大の字で寝そべり、「行ーかーなーいー！！！」
と動かない。

遅刻しちゃうので仕方なく友達には先に行ってもら

い、ヨメが引きずるようにして登校、でも門の中に

なかなか入らない・・・

「なにか嫌なことがあるの？」

と聞いても、明確な答えは返ってこない。

家に帰ってくるといつもの次女。でも夜になると「明

日こそ行かない！！」とまたいつもの繰り返し・・・

時にはこんな書置きが(笑)

で、ほとほと疲れたヨメさんから夜中に相談される

ワケです。

「学校になじめてないのかな？もしかして何か言えな

いような悩みがあるのかな？どうしてあげたらいいと

思う？」

リフレーミングに導く質問、論理的な結末を経験

させる、行きたくなるまで放っておく・・・

親としてできることはたくさんあると思います。

でもその前に、次女は今「何と葛藤しているのか？

幼い心で何と戦っているのか？」

を理解せねばなりません。

僕がオフロで執り行った２０分の聴き取り調査で立

てた仮説は、

「次女は初めて理不尽と戦っている」
です。

現在に至るまでも、躾けやルールは当然あった。

だけど、そこに疑問を持つことはほとんどなかった

のだと思います。

しかし精神的な成長と共に、たくさんの「なぜ？」

が浮かぶようになった。

なぜ決められた時間に起きて、

登校しなければならない？

なぜ望んでもいない勉強をしなければならない？

なぜ友達の機嫌に振り回されなきゃならない？

なぜ給食でキライなものを食べなきゃならない？

なぜ家に帰ってまで、

宿題に行動を束縛されなきゃならない？

いったい・・・誰が何の権利があって
決めたんだ！！！？
と。

でもね、僕は仮説を立てながら感心したんですよ。

僕は世の中の理不尽に「なぜ？」と本格的に思

い始めたのは思春期に入ってからでした。

中学ぐらいから「ん？なんかおかしいぞ？」と違

和感を持ち始めて、高校でバクハツしました。

下手に年をとってからのバクハツだったので、タチが

悪かったと思います。

それを次女は、たった８歳の身空で違和感を感じ

ているんです。

僕は８歳ぐらいまで、何の疑いもなくハナクソを食

べていましたよ？

もちろん幼いながらなので論理的な説明は出来ま

せんが、明らかに憤っているんです。

早い・・・精神的な発達が早いぜ次女・・・！

僕は再度、次女とオフロに入ってこんな話をしまし

た。

「よくわからなくてもいいから、聞くだけ聞いて

ね。

人は人の中でしか生きていけない。無人島でたっ

た１人で生きていくならルールなんていらないけ

ど、誰かと一緒に生きていくにはお互いが気持

ちよく生きるためのルールが必要だよね。

大きなルールで代表的なものが法律。

『人を殺してはいけない』という法律は、『人を

殺してはいけない』という不自由を人に課す代

わりに、『人に殺される』という理不尽から自

分を守ってくれる。つまり『自由』と『理不尽』

は、対極にあるのではなく表裏一体であるとい

うこと。

誰かの自由が、誰かにとっての理不尽に成り得

るということ。

だから、自由を制限するためのルールが必要な

んだ。『免許があれば車に乗ってもいいけど、

スピードはこれ以上出しちゃダメ』とかね。

もしその不自由さに違和感や怒りを感じた時は、

それに守られている自分の自由にも想いを馳せて

欲しい。自分に都合のいい側面だけを見て、

決めちゃいけない。おかしいと思うこととは戦っ

たらいい。

納得できる答えが出るまで諦めなくていい。

でも、自由（権利）だけを主張して不自由（義

務）を果たさないのは、人間としてとっても恥ず

かしいことだと思わない？

難しい話だけど・・・ちょっとはわかった？」

次女はずっと「無」の表情で聞いていましたが、

最後は「わかった！」と言ってくれました。

いやー、８歳でこの話を１回で理解できるって天才

じゃない？なんて、最後はただの親バカ話になりま

したが(笑)、これからもたくさんの「なぜ？」と

出逢うであろう娘たち。

無理に導こうとせず、「対話の中での気付き」を

大切にしていきたいと思います。
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